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学校教育目標 

                具体的な取組    数値目標  ◇児童 ◆保護者       

【学力】 

学ぶ楽しさ、わかる

喜びが実感できる

授業の創造 

☆子ども一人一人の考えや困り感を大切にし、

わかる喜びが実感できる授業を行います。 

☆授業や家庭学習等を通して、基礎的・基本的

な学力の定着を図ります。 

☆「学年×10 分以上(1 年 20 分)」の家庭学習と

読書の習慣化を図ります。 

◇「授業は分かりやすい」    ９０％以上 

 

◇「先生は教え方をいろいろ工夫してくれ

る」                     ９０％以上 

◇◆「学年×１０分以上の家庭学習をして

いる」                   ８０％以上 

◇◆「読書の時間は楽しい」  ８０％以上 

【人権】 

生命・人権を尊重

し、人間性豊かな

子どもの育成 

 

☆子ども一人ひとりのくらしや思いをつかみ、交

流することで、友だちを大事にする子を育てま

す。 

☆一人ひとりのちがいを認め合い、本当の思い

を安心して出し合えるなかまづくりを進めま

す。 

☆自分をとりまく人々の願いを受け止め、自己肯

定感を高める機会をつくります。 

☆差別を見抜き、なくしていこうとする感性や行

動力を育みます。 

◇「学校は楽しい」  ９０%以上 

 

◇「学級には話しやすい雰囲気がある」   

                       ９０％以上 

 

◇「自分には、得意なことやいいなと思うと

ころがある。」          9０％以上 

 

【キャリア】 

キャリア教育の推

進と、心身ともに健

康な子どもの育成 

 

☆出会い学習や体験学習を通して、労働や職業

に対する興味・関心を高めます。 

☆家庭・地域と連携しながら、子どもの自立を支

援します。 

☆子どもの健康や体力の状況を把握し、安全や

健康に対する基礎的事項の習慣化と体力の

増進を図ります。 

◇「自分には夢やなりたい自分がある」  

90％以上 

◇「進んであいさつをしている」 

９０％以上 

◇「早寝・早起きができ、朝ご飯をしっかり

食べている」               ９０％以上 

地域とともにある

学校づくり       

            

☆「学校運営協議会」を設置し、保護者や地域

の人々の声を学校運営や教育活動に生かし

ます。 

☆積極的な情報発信を行い、保護者や地域と

教育活動を共有します。 

◆「学校は、保護者や地域の人々の意見を

取り入れて学校改善に努めている」    

                         90％以上 

◆「学校は、情報発信を積極的に行ってい

る」                     ９０％以上 

働き方改革を実行

し、活力ある職場

環境づくり 

☆教職員の過重労働・総勤務時間の縮減を図

り、健康の保持増進に努めます。  

   

・会議時間の設定 

・定時退校日の設定と遵守 

・時間外労働の縮減 

 

『自分がすき！友だちがすき！大山田がすき！』 

 

確かな学力と豊かな心、健やかな体、そして実践力のある子どもの育成 
 


